
第２９回兵庫神鍋高原マラソン全国大会の開催について 

 

 昭和５５年初開催し、今回２９回目を迎える兵庫神鍋高原マラソン全国大会を、８月３１日(日)

に但馬ドームをスタート・ゴールとして開催する。 

 

１． 申込者数について（受付期間４月１日から６月３０日まで） 

今大会には、北は茨城県、南は大分県の全国27都府県から５，７６３人(前回大会４，８５９

人)の申込みがあった。県内からの申込者数は３，３６９人。うち、豊岡市は７４７人。 

平成７年に開催した第１６回大会の５，６８７人を上回り、過去最高の人数となる。 

 

５ｋｍ        １，３３６人（前年比１８４人増…県内１２３人・県外６１人増） 

１０ｋｍ       １，７９９人（前年比２６４人増…県内１４２人・県外１２２人増） 

ハーフマラソン    １，６０６人（前年比３２２人増…県内１３７人・県外１８５人増） 

ファミリージョギング １，０２２人（前年比１３４人増…県内１４９人・県外１５人減） 

※２９２家族 

合計        ５，７６３人（前年比９０４人増…県内５５１人増・県外３５３人増） 

 

２． 今大会の特徴 

（１）環境に配慮した大会運営 

本市は、環境への取組みを推進している。大会運営においても取組みを実践することで、

本市の取組みを紹介するとともに、来場者の環境意識の高揚を図る。 

     ①バイオマスタウン推進事業の展開 

来場者向けサービスとして提供する地元ブロイラーを使用した鳥の唐揚げに、地元

栽培のナタネから搾油した油を使用する。使用後の油はＢＤＦ化して公用車などで再

利用を予定。会場では搾油実演も予定している。 

     ②エコ商品の積極的な利用 

      ア．再生ＰＥＴ繊維を使ったスタッフキャップの作成 

      イ．非木材繊維（バガス、ケナフ等）使用のコップ・トレー、ＰＥＴ樹脂カップの使 

   用 

      ウ．大会パンフレット、プログラム等の印刷物にソイインク（大豆油インク）を使用 

     ③ゴミ分別の徹底 

       ボーイスカウト会員やゴミ処理業者がゴミ箱配置場所に立ち、ゴミの適正な分別を

お願いする。 

（２）大会を通じたコウノトリツーリズムの展開 

例年、新大阪（２台）、神戸（１台）、姫路（１台）からマラソンバスを運行しているが、

今回初めて豊岡市内観光付きのマラソンバス（新大阪から１台）を運行する予定であり、

大会への参加を本市の魅力を知っていただく機会として活かしていく。 

観光つきマラソンバスは、午前９時に新大阪駅を出発。出石城下町で出石そば食べ放題

の昼食の後、県立コウノトリの郷公園を見学、じばさんＴＡＪＩＭＡで土産物を購入する

時間を設定し、その後、大会会場で選手受付を行う。（６月３０日締切：申込者２１人） 

（３）観光資源、文化資源の活用とＰＲ 

毎年、各部門の上位入賞者には、市内の観光・文化資源を活用して製作した大会オリジ

ナルの入賞盾を贈呈している。今大会の入賞盾は、城崎麦わら細工振興協議会の協力を得

て、神鍋高原の夏を麦わら細工で表現したもので、全て手作業により１７１個を製作中で

ある。 

平成５年に県の伝統工芸品に指定され、その伝統と技術が伝承されているのは城崎のみ

と言われている麦わら細工を全国に情報発信する機会とする。 

〔問合せ〕教育委員会日高分室℡21－9058 

資料 ２  


